
国立環境研究所からの情報提供
（主に10月以降のA-PLATの更新・追加情報）
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国立環境研究所 気候変動適応センター 浅野絵美
（asano.emi@nies.go.jp）
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

本日の話題提供
1. A-PLAT 一部リニューアル
2. 環境学習・普及啓発関連
3. 各種イベント報告・講演資料等公開
4. 生き物の分布推定ツール オープンSDM



3出典：気候変動適応情報プラットフォーム https://adaptation-platform.nies.go.jp/

CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

1. A-PLAT一部リニューアル

第一階層で自治体・LCCAC関連の情報が概観できるよう工夫

＜新規＞解説ページの作成

＜改善＞自治体/LCCACの方向けページの新設



4

CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

1. A-PLAT一部リニューアル：気候変動の将来予測WebGIS

出典：気候変動適応情報プラットフォーム https://adaptation-platform.nies.go.jp/

＜改善＞
従前頂いたご意見等を元に、マップ・グラフを
より使いやすく
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

2. 環境学習・普及啓発関連

 スタートは現在、ゴールは数十年後の未来
 CO2の放出量を抑えながら（緩和）、温暖化した環境の中でよりよく
生活できるように工夫（適応）してゴールを目指す。

＜事例追加＞小学校・高校・高専での実際の活用事例をご紹介

・2024年度の貸出希望も受付中
（利用者の送料負担軽減に繋がる改善案検討中）

・自主制作される場合のai/pdfファイルもご提供

出典：A-PLAT個人の適応 https://adaptation-platform.nies.go.jp/everyone/index.html

・順調に参加者が増加。今年度500
人を超え、全都道府県をカバー。
・企業との連携により、一般向け調査
マニュアルを公開。
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

3.各種イベント報告・講演資料等の公開
海外の気候変動適応プラットフォーム運営者からの発表
資料（韓国、フィリピン、台湾、カナダ、EU）や国際的な
組織の活動報告を掲載

国の研究機関の専門家から解説があった最新の気候変動
適応に係るトピック等の資料を掲載

カナダ 台湾

https://adaptation-platform.nies.go.jp/archive/conferen
ce/2023/1221/index.html

https://adaptation-platform.nies.go.jp/archive/conferen
ce/2023/1215/index.html
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

3.各種イベント報告・講演資料等公開

各LCCACからの取組紹介資料を掲載
https://adaptation-platform.nies.go.jp/arc
hive/conference/2023/1222/index.html



8出典：生き物の分布推定ツール「オープンSDM」の公開 https://www.nies.go.jp/whatsnew/2023/20231004/20231004.html

CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

4. 生き物の分布推定ツール オープンSDM

図1 「オープンSDM」の操作画面
データベースから生き物の分布情報や環境データをダウンロードし、
SDMを構築して、分布予測やモデルの精度評価を行うところまで
一貫して学習・操作できる。操作画面のほか、エラーメッセージや
ガイダンスなども日本語化されている。

図2 生物種分布モデル（SDM）の概要
生き物の限られた分布情報と環境情報を組み合わせる
ことで、広域的な分布や将来の分布予測をすることがで
きる。

限られた実際の生物分布情報から広域的な分布を推定したり、将来の分布変化を予測するために、近年では生
物種分布モデル（Species Distribution Models、以下「SDM」）が生態学の分野で多用されています。
今後、地方自治体や事業者がSDMによる解析を必要とする状況が想定されますが、高度な専門知識が必要で
あること、また、既存のツールや学習のための素材はほとんどが英語であることが人材育成の障壁となっています。
⇒SDM解析の手法を学習しながら、実際に解析することができる日本語ツール 「オープンSDM」を開発
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